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こしの 

「お 侍 様と いう もの は …… 」 女 役者の 阪 東小篠 は、 微 

妙に 笑って 云った ものである。 「お 強くなければ なり 

ません」 

「俺 は 随分 強い つもり だ」 こう 答えた の は 一式 小 一郎 

かねまき リ ゆう たやすけ 

で、 年 は 二十 三で、 鐘 巻 流の 名手で あり、 父 は 田 安家 

の 家臣と して、 重 望の ある 清左衛 門であった。 しかし 

小 一郎 は 仕官して いない。 束縛され るの が 厭 だからで、 

放浪 性の 持ち主な ので ある。 秀でた 眉、 ムッと 高い 鼻、 

眼 尻が ピンと 切れ 上がり、 一脈 剣 気が 漂って いるが、 



「小篠 という 女、 俺 は 好きだ。 美しい 上に 惨酷 性が あ 

る。 完全な 女と いう もの さ。 惨酷 性の ない 女なん か、 

女ではなくて 雌 だからな あ。 …… それにしても 随分 

手強い 女 だ。 俺 は 半年 も 呼びつ づけた かしら？ それ 

で 未だに うんと 云わない。 …… その上と うとう 本性 を 

現わし、 人 を 切れな どと 云い 出して しまった。 …… い 

かに あいつの ためと は 云え、 罪 もない 人間 は 切れない 

な あ。 …… そう 云っても 人 を 切らなければ、 手に入れ 

る マ ^ と は 出来な いだろう。 …… そうして まごまごして 

いる 中に、 あの 恋仇の 南部 奴に、 かつ 攫われまい もの 

でもない。 こいつ だけ はいかに も 残念 だな あ。 …… そ 



れ はそうと ここ は どこ だ？」 

あ- -こリ 

四辺 を 見廻 わすと 小 梅 田圃で、 極月 十日の 星月夜の 

中に、 藪 や 林が 立って いる。 

「これ は 驚いた」 と 小 一郎 は、 思わず 足をピ タリと 止 

めた。 

「いかに 考えて 歩いた とはいえ、 小 梅 田圃へ 出ようと 

は！ こいつ 狐に つままれた かな？」 

いやそう でもな さそう である。 



「寒い 寒い、 急いで 帰ろう」 歩き 出した がまた 考えた。 

しない 

「だが 全く 竹刀の 先で、 ポンポン 打ち合った 剣術 は、 実 

戦の 用に は 立ちそう もない な あ。 …… 人間 一人 サ I 

I ッと 切る！ 手答えあって 血の 匂い！ ヒ— ッ とい 

う 悲鳴、 のた 打つ 音— 悪くない な あ 悪くない な 

あ。 …… 一度 辻切リ をして 見たい もの だ」 

ふと 小 一 郎は 誘惑 を 感じた。 

「切る にしても 女 や 町人 はいけ ない。 うんと 屈 竟な武 

土に 限る！」 

考えながら 歩いて 行く。 と、 行 手に 藪が あり、 ザヮ 

ザヮと 風に 戦いで いる。 その、 裾 辺まで 来た 時で ある、 



「む、 こいつ は 可笑しい ぞ」 小 一郎 は スッと 後へ退き、 

ジ —— ッと藪 を 隙 かして 見た。 

何ん にも 変った こと はない。 が、 小 一郎に は 感ぜら 

れる らしい。 小首 を 傾げた ものである。 

「どいつ かいるな！ 刀 を 按じて！」 

迫身ノ 刀気ハ 盤石 ヲ貫 ク、 心眼 察 スル者 則チ豪 I 

おうぼん 

I 鐘 巻 流の 奥 品に ある。 その 刀 気 を 感じたら しい。 で、 

寂然と 動かなかった。 

不意に 小 一 郎は 左手 を 上げ、 鞘ぐ るみ 大刀 を 差し出 

したが、 柄へ 手 を やる とニ寸 ほど 抜き、 バチンと 鍔 鳴 

りの 音 を させた。 



と、 黒々 と 藪 を 巡り、 一個の 人影が 現われた。 

「さすが は 一 式 小 一 郎氏、 拙者の いるの を 察 しられた 

と 見える」 

「や、 貴殿 南部 氏 か！」 

ふた あし 

「さよう」 というと 南部 集 五郎 は、 二 歩 ほど 前へ 進み 

出た が、 「尾行け て 参った、 深 川から な」 

「はは あさよう か、 何ん の ご用で？」 小 一郎 は 油断 を 

しなかった。 

「率直に 申す！ お立ち合い なされ …… 」 

「ほほう」 と 云った が 小 一郎 は、 一 つの 考え を 胸へ 浮 

ゝ こ o 

カハた 



「さて は 貴殿に おかれても、 阪 東小篠 にけ しかけられ 

ましたな？」 

「では 貴殿に も？」 と 南部 集 五郎 は、 いささか 興醒め 

たという ように、 

「それで は 益 M 恰好と いう もの、 遁 がし はせ ぬ、 お 立 

ち 合いな され！」 

「さよう さ、 こいつ は遁 がれら れ まい」 —— だが にわ 

かに クック ッと 笑った。 「それにしても 武士道 は 廃れ 

ましたな」 

「何故な？」 と 集 五郎 はト ホンと した。 

「元 亀 天 正の 昔なら、 女 を 賭けて は 切り合いません よ」 



そこで 長剣 を 横たえて、 千里に 旅しようと 思って いま 

した。 ところがとうと うおつ こち ましたよ、 あの 小篠 

と いう 河原者に な」 

「抜け！」 と 集 五郎 は ii 猛高 である。 「ごまかす 気 だな、 

卑怯 千万！」 

「剣俠 も 女に はまって は」 と 小 一郎 はかまわず 云いつ 

づける。 

「いやはや 一 向 値打ち ござらぬ」 

「チ エツ」 と 集 五郎 は 舌打ち をした。 「これ 臆した な！ 

一 式 小 一 郎！」 

「剣より 女の 方が 魅力が ある」 



「何 を 馬鹿な！ それが どうした」 

「そ， ，- で 俺 は 徹底す る」 

「え？」 と 集 五郎 は 一 歩 退いた。 

「人 を 切れと いう 小篠の 言葉、 それに 手 頼って 徹底す 

る！ 人 を 切る！ 貴様 を 切る！ 女 を 取る！ 悪事 

をす る！ 拙者 悪 剣に 徹底す る！ これ、 集 五郎！」 

と ヌッと 進んだ。 「飛び込んで 来たな、 よいと ころへ！ 

俺 はな、 俺 はな！」 とまた 進んだ。 「待って いたの だ！ 

辻 切りの 相手 を— 参る ゾ ー ッ」 と 声を掛けた。 

はじめての 大音、 野 面 を 渡リ、 まるで 巨大な 棒の よ 

うに、 夜の 暗 さ を 貫いた。 



ように 動かす ので ある。 ブ ッと剣 気 そこから 湧き 

暗中に 虹で も 吹きそう である。 

二 

だが 南部 集 五郎、 こいつ も 決して 只者ではなかった _ 

て き 

東軍 流で はかなり の 手利き、 同じく 飛び退く と ヌッと 

延し、 抜き 持った 太刀 柄 気 海へ 引き付け、 両肘 を 縮め 

て 構え 込んだ が、 すなわち 尋常の 中段で ある。 

「なるほど」 と 眩いた は 小 一 郎で、 「かなり 立派な 腕前 

だな。 だが この 俺の 敵で はない。 よし」 と 云う と 揶揄 



気息、 腹一杯、 籠め ると 同時に 躍り込んだ。 両肘 を延 

ばし、 太刀 を 上げ 目差す は 小 一郎の 右の 肩、 そいつ を 

サッと 左 袈裟！ 

「駄目 だよ」 と 小 一郎 は 一 喝 した。 瞬間に 鏘然 たる 

太刀の 音！ つづいて 大きく 星空に、 一 つの 楕円が 描 

かれた。 すなわち 一 式 小 一 郎が 敵の 刀 を 払い落とし、 

身 を 翻え すと 片手 切り、 大刀 宙へ 刎ねた ので ある。 こ 

いつが 落ちれば 集 五郎の 首 は、 斜に 耳から 切られた だ 

ろう。 

きわ 

その 際どい 一髪の 間 だ、 女の 声が 聞こえて 来た。 

「 蝶 々 を) ^ 存知 では ございますまい か」 



上げた。 

バチンと 鍔 音 高く 立て、 刀 を 納めた 小 一 郎、 「お別れ 

致す」 と 云いす てると、 町の 方 ヘス タス タ 歩き 出した _ 

「何んだろう いったい 永生の 蝶と は？」 小 一郎 は 歩き 

ながら 思案した。 

「昆虫 館と は 何んだろう？」 何が 何んだ か 解ら なかつ 

た。 「それにしても 美しい 声だった な あ。 心が 一時に 

清まって しまった。 …… 若い 美しい 娘なん だろう。 … 

…逢って みたい ような 気がするな あ」 

彼の 屋敷 は麴 町に あった。 そこへ 帰って来た 小 一郎 

は、 意外な 話 を 聞いた ものである。 



「いえいえ 本当で ^ /ざいます」 女 馬子の 声 は 真面目で 

あった。 

わたくし 

「 妾 の 家 は 三 浦 三 崎、 関 宿に あるので ございます。 

それで 妾 は 旦那 様 を、 妾の 家へ お連れし ようと、 こう 

思って いるの で， 、- J ざ います」 

「それ はいった いどうした 訳 だ？」 

「 旅籠 商売 でございます もの」 

「はは あそう か、 旅籠 屋か。 …… 旅籠 屋の 娘が 何ん の 

ために、 馬子 稼ぎな ど を やって いるの だ？」 

「探し ていたので ございます」 

「ふうん そうか、 何者 をな？」 



「はい 恋人 をで ございます」 こう 云う と 女 馬子 は 二 ッ 

n リ した。 

「そうして とうとう 今日 はじめて、 恋しい お 方 を 探し 

当てました。 旦那 様 あなたで ございま すの」 

さて 剣俠 一式 小 一郎 は、 この 女 馬子に 逢った ばかり 

に、 意外の 事件に 続 々ぶつかり、 恋と 怨み、 悪 剣と 俠 

剣、 暗黒と 光明、 迷信と 智恵、 神秘の 世界と 現実の 世 

界へ、 隠見 出没す る ことにな つた。 



の 立派な 人物で、 英 五郎と 云って 君 江の 父、 この辺 一 

, -. こ ぶお 

帯の 顔役で、 髪 は 半白、 下膨れの 垂れ 頰、 柔和の 容貌 

では ある けれど、 眼附 きに 敢為の 気象が 見える。 

「小 一 郎 様が 森の 中へ！」 

「おお 行かれた か！ 困った な あ」 

「お 父 様！ お 父 様！ どうと もして …… 」 

「さあ はたして 助けられる かな！」 

「ああ 小 一郎 様のお 身の上に、 もしもの ことがあろう 

ものなら …… 死んで しまいます！ 死んで しまい ま 

す！」 

「よし！」 と英 五郎 は 決心した。 「ともかくも 乾 児 を 



「それと いうの も 大切な 雄 蝶 を、 お盗まれ になって か 

きちじ 

らで ございま しょうね」 片足の 男の 名は吉 次で あり、 

ききょう 

そうして 美女の 名 は 桔梗 様で あり、 その 関係 は 主従ら 

しい。 

七 

桔梗 様の 年 は 二十歳ぐ らいで、 痩せぎ すで スン ナリ 

と 身 BIT が 高い、 名に 相似 わしい 桔梗 色の 振り袖、 高々 

どんす うなじ 

と 結んだ 緞子の 帯、 だが 髪 だけ は 無造作に も、 頸で 束 

ねて 垂らして いる。 もっとも そのため 神々 しく 見える- 



「これ は ごもっともに 存じます」 桔梗 様の 声 は 嬉し そ 

うで ある。 

「ようご 決心が 付きました。 ほんとうに さようで w J ざ 

いますと も。 いずれ は 帰る で ございましよう。 待ち ま 

しょうね えお 父 様。 …… そうして どうぞお 父 様に は、 

ま え 

以前 通リ ご機嫌の よいお 父 様と なり、 ご 研究に お 尽く 

しく ださい まし」 

「ああい いと も、 そういう ことにしよう。 不機嫌に 

なった つて 仕方がない。 なかなか 浮世と いう もの は、 

思うよう に はなら な いんだから なァ。 で、 私 はこれ ま 

で 通り、 愉快な 明るい 人間と なり、 セッセ と 仕事 を や 



「麓の 方から だ、 関 宿の 方から」 

「いつもの 手段で 追っ払いましょう」 吉次 は、 松葉杖 

を ボンと 上げた。 

「うむ、 吉次、 追っ払って くれ！」 

「ご免」 

と 云う と 走り出した。 非常に 敏捷な 走り 方で ある。 

二 本 足 を 持った 人間より、 ずっとず つと 敏捷で ある。 

「桔梗、 部屋へ 行って 茶で も 飲もう。 …… どうもうる 

さいよ 世間の 連中、 時々 住居 を 騒がせに 来お る！」 

「ほんと にうる そう) ざいます ねえ」 

「じっくり 研究 さえさせて くれない。 全く 俗流と いう 



一 式 小 一 郎は 傾斜面 を、 ズ ンズン 上へ 上が つ て 行く。 

気が 忙 くので 足が 早まる。 だが 息切れの しないよ うに、 

丹田へ 力 を こめて いる。 

「考えてみれば あぶなっかし いもの だ」 小 一郎 は 心中 

で 考えた。 

あん ぱい 

「案内 知らぬ 森の 中 を、 こんな 塩梅に ただむ やみと、 

上へ 上へ と 上がった ところで、 その あると いう 大 池へ、 

迪リ つく ことが 出来る かしら？ そうして はたして 大 

ほとり 

池の 畔に、 昆虫 館が あるか しら？ 幸い 大 池と 昆虫 

館と を 目 付け出す ことが 出来た としても、 あの 美しい 

声の 主 を、 発見す る ことが 出来る だろう か 9 だ 



とって は 怨み ある もの。 拙者に とっても 怨みが ある。 

小 梅 田圃で は 意外の ことから、 せっかくの 果たし合い 

が 中折れ 致した。 あの 夜の 続き、 今日 こそ 果たそう。 

さて 次に」 と 小 一 郎は、 ここで 一 段 声 を 張った が、 「 一 

ッ橋 家の 爾余の 方々、 お 互い 私怨と て は ござらぬ が、 

拙者 は 田 安家の まず 家臣、 貴殿 方 は 一 ッ橋 殿の 家臣、 

近来 田 安家と 一 ッ橋 家、 各 M 方に も ご存知 通り、 事 ご 

とに 競争 致して おります。 そこで」 と 云う と 小 一郎 は 

投げた ような 調子に 言葉 を 変えた。 

「お 館 同志の 競争 は、 家臣 同志の 競争で ござる。 そい 

つが 迫り 合う と 喧嘩になる。 暄嘩 のどん づ まり は 果た 



し 合い！ これ はもう もう 決まった 話 だ。 そこで 暄 

嘩！ そこで 果たし合い！ 勝負 だァ II」 

と 威嚇的に 叫んだ。 それから じいい つと 耳を澄まし 

た。 向う から は 何ん の 返辞 もない。 だが 何ん となく 騒 

がしい。 どうやら 用意 をして いるら しい。 

「敵 は 多勢、 俺 は 一 人、 多少 詭計 を 用いず ばなる まい」 

こう 考えた 小 一 郎は わざと 厳めしく 声をかけた。 「拙 

者は大 岩の こっちに おる。 いつまでも ここでお 待ち 受 

け 致す。 左から なりと 右から なりと、 ご 随意に かかつ 

ておいで なされ。 左右 同時に かかられる もよ かろう。 

岩 を 巡って、 さあさあ 参られい」 



とても 敵いません よ、 一 騎 討ちで はな！ そこで 一 同 

一 つに 集まり、 半円 を 作って ヒ タヒタ 攻め、 乱 刃の 中 

へ 取り込めましょう。 抜からぬ ように、 よろしい かな- 

…… 一 式 氏！」 と 集 五郎 は、 今度 は 小 一 郎へ 声を掛け 

た。 「さあさあ 弾んで 飛び込んで ござい。 真ん中 を 襲 

わば 拙者お 相手、 その 間に 左右 両翼が、 引つ 包んで 討つ 

て 取りましょう。 左に 向かわば 右翼が 返り、 右に 向か 

わば 左翼が 返り、 同じく 引つ 包んで 討って 取る。 もし 

いつまでも 岩 を 背に、 縮んで おいでな さるなら、 よろ 

しいよ ろしい 次第に 迫り 詰め、 十二 本の 白刃 一時に、 

雨の ように 浴びせて お 目に かける。 …… 方々！」 とま 



こで 翻然と 飛び出して 行き、 憎い は 南部 集 五郎、 まず 

真っ先に 叩つ 切って やろう。 もう 二、 三人 仕 止めたら、 

おおかた 逃げて 行く だろう。 …… 来る わ 来る わ、 ジリ 

ジリ と。 寄せる わ 寄せる わ、 ジ リジリ と。 …… 十二 人 

と 一人、 ちと 手強い。 ナ ー 二 大丈夫 だ 大丈夫 だ！」 

いよいよ 体 を 押し 沈め、 腰から 上の 上半身 を、 徐々 

に 前方へ 傾げた の は、 飛び出して 行く 用意で ある。 

間&が 次第に 縮まって 来る。 今 は 双方と も 物 を 云わ 

ない。 十二 本の 剣が ヌラ ヌラ と、 宵闇の ような 森の 中 

を、 一本の 剣へ 迫って 行く。 そいつ を 迎えた 一本の 剣、 

せきれい 

鶄鴒の 尾の ように 上下へ 揺れ、 チカ チカ チカ チカと 青 



光る。 

殺気に 充 ちた 静けさで ある。 その 殺気に 驚いた か、 

数十 羽の 雀が 棹 をな し、 森の 一 方から 一方へ、 啼く音 

も 立てずに 翔け 通った。 翼に 煽られて 散る 枯葉、 ハラ 

ハラ、 ハラハラ、 ハラハラと、 向かい合った 剣へ 降リ 

力 力る 

L こ ナまら 

だが その 時 どうしたんだ、 麓の 方から 竹 法螺の 音が、 

ボ— ッ とば かりに 鳴り渡った。 それに 続いて 大勢の 者 

こだま 

が、 声 を 揃えて 呼ぶ 声が、 木精 を 起こして 聞こえて 来 

た。 

「 一 式 様！」 



あの 大 岩まで 行って 見ました ところ、 綺麗な 若い お 侍 

様が —— あ なた のこと で ござい ますよ —— 気絶し て お 

いで 遊ばす ので、 すぐお 助け 致しました ものの、 父 は 

不機嫌で ございました」 

「あなたのお 父上 昆虫 館 ご主人、 ちと 変人で ございま 

すな。 アツ ハツ ハツ」 と 笑った が、 「学者に あり 勝ちの 

憎 人 主義者の ようで。 …… それ はそうと あの 大水、 人 

ェ だそう でございますな？」 

r 槓杆 一 本 を 動かし さえ すれば、 大 池の 水が 迸 しり、 

流れ出る ので ございます」 

「とんでもない 悪い 槓杆 で」 小 一郎 はしかし 愉快そう 



である、 「いや 俗流 を 追っ払う に は、 よい 考案で ござい 

ますよ。 承 われば、 その他に も、 いろいろの 防備が ご 

ざ います そうで」 

「はい」 と 云った が 桔梗 様 は、 それにつ いて 話す の を 

好まない らしい。 ヒョィ と 話題 を 変えて しまった。 

「厭な お 方で ござい ますこと」 こんな 事 を 云い 出した _ 

「は？」 とちよ つとば かり 面喰らつ たが 「どなたで ご 

ざいます な、 厭な 奴と は？」 

「奴な どと 申し は 致しません」 —— 言葉 を 慎し めと 云 

いたそう に、 桔梗 様 はちよ つと 睨んだ が、 

「厭な お 方で ござい ますこと」 



「は、 どうやら 私の ことのよう で？」 

「はいはい さようで ございます とも」 

わざと 

「すると」 小 一 郎は 故意ら しく、 誇張した 悲しそう な 

表情 をした が、 「美しい お 声の 令嬢に、 恋 を 捧げる とい 

うこと は、 あなたに はお 気に 召さない ようで」 

このみ 

「嗜好に 合いません とも、 妾に はね」 

桔梗 様 も 故意 と 空 呆けた。 「恋に は 捧げ よ う が w J ざ 

いますよ」 

「承 わりましよう、 捧げよう を？」 

ひざまず 

「跪 座く ので ございます」 

「ああ それで はこん なよう に」 突然 小 一 郎は跪 座き、 



筒の 中に、 穏 かな 池と 可愛らしい 家と、 そうして 美し 

い 花壇と が、 こつ ぼり 囲まれて 出来て いて、 そこで 大 

勢の 人達が、 さも 愉快そう に 働いて いると。 —— 

全く 大勢の 人達が、 そこで 働いて いるので あった。 

家の 中に も 人が いる。 家の外に も 人が いる。 みんな ク 

ル クルと 動き 廻 わって いる。 男 も いれば 女 もい る、 年 

寄り も いれば 子供 もい る。 笑い声、 話し声、 唄い 声、 

n — ラス 

それが 快い 合唱と なって、 大 池の 方へ 蒔かれて いる。 

何 を 働いて いるの だろう？ 昆虫 館の 館主の ために、 

各自の 仕事 をして いるら しい。 

森林に かこまれて いるた めか、 寒い 風な ど 吹いて 来 



い。 みんな 健康そう な 人間に 見える。 

「平和で 長閑で 美しい。 いい 境地 だ。 住みよ さそう 

だ」 うっとりしながら 小 一郎 は、 こんな こと を 考えた- 

「あの 桔梗 様と 婚礼 をし、 あの 学者 を 舅に 持ち、 ここで 

い つまで も 住みたい もの だ」 

ねむけ 

少し 睡 気がさして 来た。 横にな ろうとした。 しかし 

その 時 近寄って 来る、 人の 気 ir が 感じられた。 コッン 

コッン と 松葉杖の 音が、 灌木の 叢の 裾 を 巡り、 現われ 

たの は 片足の 吉 次で、 小 一郎の 前へ 立ち止ま ると、 不 

遜な 目付きで ジロジ 口と、 小 一郎の 体 を 嘗め 廻 わした 



らに 一 段 声を窃 め、 「それが 厭 だと おっしゃるなら、 よ 

すま い 

ろしい よろしい お 住居な され。 た だし 充分) J 注意く だ 

され、 今後 は 決して 桔梗 様の 側へ、 お立ち寄り などな 

さいません よう。 そうして」 と 云う と 狡猾ら しく、 二、 

まぶた 

三度 眼瞼 を 叩いた が、 「そうして どうぞ 桔梗 様へ、 この 

ように おっしゃって いただきた いもので、 『先刻 下さ 

れた あの 御手 は、 何 かのお 間違い かと 存 せられます。 

で、 私に おきまして は、 失礼ながら あなた 様との 恋 は、 

この 際お 断わり 致します』 とな。 …… そうする といつ 

まで もこの 里 は、 平和 を 保つ ことが 出来ます ので」 

こう 云われて 見れば 小 一 郎も、 一 思案せ ざる を 得な 



た。 光る は 棘の ある 環で ある。 陽に 反射して キラ キラ 

キラ キラと、 非常に 綺麗な 宝石の よう だ。 そうして 吉 

次 は、 一本 足で、 ヌ —— ッと 突っ立ち 微動 もしない。 

例によって 樫の 木、 生え 抜いた よう だ。 

と、 何ん とその 吉次 であるが、 翻然 片足 を 刎ね 返す 

と、 小 一郎の 正面 三尺の 地点、 そこまで 飛び込んで 来 

たで はない か。 

同時に 「うん」 という 例の 呻きが、 吉 次の 口から 迸 

しる や、 シ —— ン 真っ向から 松葉杖が、 小 一郎の 脳天 

へ 降り 下ろされた。 

ひつ 外して 〔# 「ひつ 外して」 は 底本で は 「ひつ 外して 匕 



「人工的 蝶で ございます からな」 

「はは あなる ほど、 人工的な もので？」 

「だが やっぱり 生きて はいます」 

これ は 小 一 郎には 解らなかった。 

「では 人間の 力 を もって、 生命と いう もの は 作れます 

もので？」 

「さあ そいつ も 解らない」 主人 はいよ いよ 憂鬱に なつ 

たが、 「とにかく あの 蝶 は 人工的の もので、 非常な 大昔 

に 作られた ものです。 しかし やつ ぱリ活 きて はいます。 

だが 絶対に 子 は 産みません。 しかし ひょっと かする と 

〔# 「しかし ひょっと かする と」 は 底本で は 「しかし ひよ つ 



山間に 住んで いる、 一種の 神秘的の 人間ら しい。 どう 

してそう いう 山 尼の 徒が、 昆虫 館 を 閉ざした の だろ 

う？ それ も ハツ キリ 解らない。 ただし 昆虫 館 を 閉ざ 

したの は、 むしろ 館主 自身な のであった。 

「山 尼の 徒が 攻めて 来た！」 —— 伝騎が 昆虫 館へ 知ら 

せて 来る と共に、 次の ような 事件が 起こった ので ある。 

( 一 ) 「とうとう 俺の 心配して いた、 恐ろしい 敵が 攻め 

て 来た。 戦えば こっちの 負けで ある。 彼ら はこの 俺 か 

ら 永生の 蝶 を、 手放させようと している の だ。 これ は 

どうで も 放さなければ ならない」 こう 云いながら 昆虫 

館 館主が、 一匹 残って いた 雌 蝶の 方 を、 空 高く 放して 



や つ た 事。 

(二) 「昆虫 館 は 閉鎖す る。 館 民 は 自由に 立ち去る が 

いい」 こう 云いながら 昆虫 館 館主が、 建物の 内へ 引き 

籠った ので、 多くの 集まって いた 片輪 者 達が、 館 を 見 

すてて 立ち去った 事。 

(三) ただし 助手の 吉次 だけが、 一人 頑固に 居残った 

一 , 。 

(四) 桔梗 様 も 父の 館主と 共に、 昆虫 館の 内へ 籠って 

しまった 事。 

(五) そこで 一式 小 一郎 は、 一旦 関 宿へ 引つ 返し、 水 

難を遁 がれた 英 五郎 や 君 江と、 再び 顔を合わせた 事。 



シャン、 シャン、 シャンと 鈴の 音、 カバ、 カバ、 力 

バと 蹄の 音、 二人の 旅 は つづいて 行く。 

「どこまで お送りく ださる ので？」 やがて 小 一 郎 はこ 

う 訊いた。 

「はい、 どこへ でも、 あなた まかせ」 君 江の 返辞 は ハツ 

キリして いる。 

「拙者、 江戸 表へ 帰ります」 

「それで は 江戸までお 送リ します」 

「いささか 執拗で は ござらぬ かな」 小 一郎 は 今度 は 

窘めに かかった。 

「妾の 性質で.》 J ざ います」 依然と し て 君 江 は 驚かな い 。 



云った。 

「まあまあ 結構で ござい ますこと、 それで は 妾 妹と し 

て、 お 勝手の 切り盛り を 致しましょう」 

はな きり 

—— 最初から この 娘に は嚇 された が、 どうやら 最後 

まで 嚇 されそう だ。 —— さすがの 一 式 小 一 郎も、 微苦 

笑せ ざる を 得なかった。 

二十 

だが 一 式 小 一 郎に は、 君 江の 心が 解って いた。 「無 

茶 苦 茶に ， J の 俺 を 愛し ている のさ」 



者と 住む こと を？」 

「妾、 勘定に 入れませんでした」 

「ああ」 と 思わず 小 一郎 は、 嘆息の 声 を 筒 抜かせた。 

それから 口の 中で 眩いた。 「何も彼も 一切 反対 だ、 あ 

の 桔梗 様と この 君 江と は」 

きさらぎ そよ 

二月で ある。 野 は 寒い。 枯 草が サ ラサ ラと 戦いで い 

る。 山々 が 固 黒く 縮こまつ ている。 花な ど どこに も 咲 

いていない。 旅人の 姿 も 見あたらない。 ひっそり 閑と 

ただ 寂しい。 

シャン、 シャン、 シャン ：•：. カバ、 カバ、 カバ、 こ 

の 音ば かりが 響き渡る。 一 一人ながら 今 は 黙って しまつ 



II 生命 を 持った 人工の 蝶と！ 

火に く ベても 焼けそう もな く、 水へ 入れても 溺れ そ 

うにな く、 懐中へ 入れて 抱きしめても、 潰れ もしな け 

れば 死に もしない。 

水 も 飲めば 砂糖 も 食べる、 そうして 部屋の 中 を 舞い 

遊ぶ、 指 を 差し出せば 指へ も 止まる、 そうかと 思う と 

幾日も 幾日も、 一 つ 所に 静まって いる。 

普通の 蝶の ように 驚き 易く、 その上 もな く 敏感 かと 

思う と、 無生物の ように 鈍感で も ある。 

「奇怪な 存在」 と 云わざる を 得ない。 

「だが いったい この 蝶 は、 雄 蝶の 方だろう か 雌 蝶の 方 



もう 一 匹 蝶 を 目 付ける こと だ」 

ところが この 蝶 を 手に入れて 以来、 そうして 道場 を 

持って 以来、 次々 に 左の ような 奇怪な ことが、 小 一郎 

の 身の上に 起こつ て 来た。 

( 一 ) 絶えず 何者か 小 一 郎の家 を、 深夜に なると 立ち 

廻 わる 事。 

(二) 一回 夜の 往来で、 何者か 小 一郎 を 襲った 事。 

(三) 一回 小 一郎の 不在 中に、 何者か 小 一郎の 家 を 襲 

い、 乱暴 狼藉 を 極めた 事。 

(四) そのつど 不思議な 美人が 現われ、 小 一郎 を 危難 

から 救った 事。 



(五) 敵の 中に も 美人が いて、 それが 指図 をして いた 

W 

二十 二 

第 一 の 場合 はこうであった。 

夜更け 人 帰り 寝静まった 頃、 家の 周囲 を 忍びやかに、 

幾人 かの 者が 歩き 廻 わり、 囁き 合ったり 合図し 合った 

リ、 どうやら 家の 中へ 忍び込もう とする、 そういう 気 

勢 を 示す のであった。 ある 夜の 如き は 厳重な 雨戸が、 

自然に ス —— と 開いた かと 思う と、 長い 白 布が ヒラヒ 



内 は 乱暴 狼藉 を 極め、 君 江が その 眼 を 真ん丸に し、 こ 

んな事 を 云って 説明した。 「黒装束のお 侍さん 達が、 

ド タドタ 家の 中へ はいって 来て、 『どこに ある どこに 

ある』 と 云いながら、 何 か を 探した ので ございます。 

すると その 時 戸外の 方から 女の 声が 聞こえました。 呼 

びかけ たので ございます。 すると 黒装束の 武士 の 中 か 

らも、 一 人の 女の 声が して、 どうやら それに 答えた よ 

あ .P 

うでした。 そうして すぐに 周章て たように、 みんな 立 

ち 去つ てし まいました」 

「はは あ」 と 小 一郎 は 自分へ 云った。 「永生の 蝶 を 探 

している の だ。 この 前 お茶の水で 襲われた 時、 おおか 



たそう だろうと 思った の だ。 今夜 は 懐中へ 入れて 行つ 

たので、 幸い 取られ はしなかった が、 いささか 物騒に 

なった。 …… 二つの 出来事 を 推し計る と、 蝶 を 盗もう 

とする 者と、 保護 をしょう とする 者と、 二 組 あるよう 

に 思われる。 いったい どういう 連中だろう？ そうし 

てこの 俺が 永生の 蝶 を、 所持して いると いう こと を、 

どうして 知 つ て いるの だろう 9 ど つちみ ちこう 

も 襲われて は、 俺と いえ ども やり切れな いよ。 さて ど 

うした ものだろう？」 

一 式 小 一 郎も 参って しまった。 

「面倒臭い から 放して しまう か」 こんなよう にさえ 思 



うように な つ た。 

だが その後 しばらくの 間 は、 これと いう 変った こと 

もな く、 まず は 平穏無事であった。 しかし 小 一郎 は 油 

断せ ず、 外出 をす る 時には、 永生の 蝶 を 懐中に 入れ、 

また ある 時 は 家へ 残して 出た。 

相 変らず 色々 の 人間が、 小 一郎の 道場へ 出入りした _ 

いれずみ 

全身 綺麗に 刺青 をした 遊び人な ども やって来た。 

豪放 快活 で 洒落 気が あって、 一 面 蕩児 の 気持ち を さ 

え 備えて いると ころの 小 一郎で ある。 ふと 刺青に 誘惑 

された。 

ほ 

「よしよ し 俺 も 刻つ て やろう」 



「よくご 存知 だの、 どうして 知られた？」 

が ま はなこ 

「女方 術師、 蝦蟇 夫人、 その 本名 は 冷泉 華 子、 そのお 

みとおし 

方の 透視で 知れた」 ここで ゥンと 威張った が、 「その 華 

子 様 仰せら く 『江戸 を 中心に 五十里の 地点、 そこに 住 

ん でいた 永生の 蝶、 その 一匹が 江戸へ 入った』 II そ 

こで 探しに かかった ところ、 目 付かり ましたよ、 貴殿 

の 道場が。 鐘卷流 剣道 指南、 一 式 小 一 郎と ありました 

からな。 はは あとす ぐに 感付いて、 それから それと 探 

リを 入れる と、 知れ ましたな あ、 永生の 蝶 をた しかに 

お持ちと いう ことが な」 

「そこで その 蝶 を 奪おうと、 再々 拙者 を 襲われた の だ 



を 覚えて 来た。 下段に 引き付けた 太刀 構えが、 だんだ 

ん 上へ 反ろうと する。 

と、 その 時 小 一郎の 眼に、 チラ リと 映った ものが あ 

1 つし ろ 

る。 敵勢の 背後、 家並の 軒、 月光の 射さない 一 所に、 

じっと こっち を 見詰めながら、 スラリ と 立って いる 人 

影で ある。 黒頭巾で 顔 を 隠して いる。 黒の 振り袖 を 

纏って いる。 裾が 朦朧と 暈けて いる。 裾模様 を 着て い 

る ためらし い。 まさしく 女に 相違ない。 左の 肩に 生白 

く、 懸けて いるの は 何んだろう？ 袋の ような もので 

ある。 

と、 そこから 声が した。 



気になる だろう。 …… お前さんに とっても いいこと だ 

よ、 三 浦 三 崎の 山の 中な どに、 そんな 虫 だの 獣 だの、 

片輪 者な どと 住んで いるより はな。 江戸へ 来た 方が 

ぼんやり 

ずっとい い。 …… と 云って 茫然 遊んで いたで は、 お前 

さんに してから が 退屈だろう。 そこで 何 か を 習う が い 

い。 と 云って お父さん は あれほどの 学者、 したがって 

お前さん も 学者だろう。 だから、 恐らく 学問な ど は 習 

う 必要はないだろう。 ひとつ 反対に 弟子で も 取って、 

お前さんの 方で 教授す るかな。 …… いや 待ったり 他の 

ことがある、 生花 や 茶の湯 を 習う がいい。 山の 中に い 

たお 前さん のこと だ、 そういう こと は 知らないだろう _ 



さんな の。 少し 皮肉で は ございま すが、 そこが また 大 

変よ いところ で、 可愛らし いので ございま すの。 …… 

云い 交わした 人な の で) J ざ います、 恋し 合った 方な の 

でございます。 …… たしか 只今 は 江戸 住居で。 どうと 

もして お探しし、 お逢いし たいので ございま すの。 … 

…ようご ざいます わね、 泥棒 は。 どこへ でも 勝手に 忍 

び 込め、 どんな 方と も 逢う ことが 出来、 ほんと に 何ん 

て 結構なん でしよう。 でもね え 叔父 様」 と 甘えた 声で、 

「よい 先生が ございま しょうか、 上手に 泥棒 をお 教え 

になる」 

「待ったり」 と 叔父 様 は —— 葵 ご紋の 武士 は、 眼 を 円 



て 後者 は 老婆さん に 見える。 

一 一人ながら 物凄く いやらしい。 

ちょっとの 間 部屋 中 静かであった。 

^+5 ん ま リ 

対に 立てて ある 雪洞の 灯が、 蒔絵の 脇息 を 照らして 

いる。 それに 悠然と 倚って いる、 葵 ご紋の 武士の 顔 は、 

昆虫 館主 人と 非常 に似てい る。 広い額、 窪んだ 眼窩、 

きわめて 高い 高尚な 鼻、 しかし 異 つたと ころも ある。 

昆虫 館主 人 は 白髪 だのに、 こっち は艷々 しい 黒色で あ 

る。 昆虫 館主 人の 眼と 来て は、 霊智 そのものの ような 

眼で あつたが、 こっちの 眼 は 意志的 英雄的で ある。 昆 

虫 館主 人よりも 身長が 高く、 そうして 一 層 肥えても い 



が ある。 

この 二人の 対照 は、 全く 一幅の 絵と 云って いい。 

まだ 二人 は 黙って いる。 

と、 どこから 来た もの か、 四方 雨戸 をと ざして ある 

のに、 一 匹の 火 捕り 虫が 飛んで 来た。 バタ バタ バタ バ 

あ.. こ 

タと 雪洞へ 中る。 

「遅い の」 と 不意に 隅 田の ご 前 は、 独り言の ように 眩 

いた。 それが 桔梗 様の 気に かかった らしい。 

「誰 をお 待ちで ございます！」 

「ああ 待ち人 かな、 泥棒さん 達 だよ」 隅 田の ご 前 は 道 

化 出した。 「私 はな、 大変な 大 泥棒 だ。 で 沢山 手下が 



の 傍 を龃け 抜けて、 そうして 夜の 東海道 を物怪 のよう 

に 走り去った 時 —— そうして その 駕籠から 何物 か、 地 

上へ ボンと 落とされた 時 —— そうして それ を 小一 郎が、 

不思議に 思って 拾い上げた 時、 彼の 幸福 は 覆えされ て 

しまった。 

拾い上げ たの は 簪 であった。 脚に 紙片が 巻き付け 

て ある。 それに 文字が 書かれて ある。 恐らく 小指で も 

食い切った のだろう。 そうして その 血で 書いた の だろ 

う、 生々 しく 赤く こう 書かれて あった。 

「悪者に 誘拐され ております。 どなた かお 助けく ださ 

いまし 〔# 「ください まし」 は 底本で は 「くだい まし 匕」 そ 



かった のさ」 

「それじゃ ァ姐 ごの 思惑 通り、 こっちへ 攫われて 来た 

えびす 

ん だな」 腕に 蛭 子の 刺青の ある 小頭の 蛭 子三郎 次で あ 

る。 

「それじゃ ァ どこかに 血で 書いた、 小 菊の 紙が 落ちて 

いなけ リゃァ ならね え」 こう 云った の は 十七、 八の 前 

髪の ある 男で ある。 すなわち 布袋の 巿若 である。 

あ --こ J 

「ところが どこに もね えよう だぜ」 四方 を キヨ 口 キヨ 

口 見廻 わした の は、 三十 を 一 つ 二つ 越したら しい、 顔 

の 細長い 男で あつたが、 これ 福禄の 六兵衛 であった。 

「なに さなに さ 風 だって 吹く、 どこかへ 飛ばされて 



かかる だろう。 近道 を 行けば 何んでも ない。 柵 頼 柵 

頼」 と 声をかけた。 

「は」 と 云って 進んだ の は、 今 会釈 をした 武士で あつ 

た。 

「神奈 川の 宿から 海の 方へ 、 ず つ と 突き出た 芹 沢の 郷、 

そこまで 近道 を 走って おくれ」 

「かしこまりまして) J ざり ます」 

「道の 案内 は 妾が しょう、 ああそう だよ。 駕籠の 中 か 

らね。 さあ それで は 戸 をお 開け」 

コ トツと 駕籠の 戸が 開いた 隙から、 ス ルリと はいつ 

た 女方 術師、 



あった。 

「確かに ここへ はいった 害 だ」 

土塀に 沿って 小 一郎 は、 館の 周囲 を 廻 わり 出した。 

「うむ ここに 裏門が ある」 

そっと 裏門 を 押してみ たが、 ゆるごう とさえ しな 

かった。 で、 また そろそろと 歩き 出した。 やがて 表門 

の 前 へ 出た。 押してみ たがや つ ぱり ゆるぎ さえし な い 

〔# 「やっぱり ゆるぎ さえし ない」 は 底本で は 「やっぱり ゆ 

るぎ さえし ない 匕。 で また そろそろと 歩き 出した。 も 

うど こに も 出入口 はない。 

「さて これから どうした もの だ？」 土塀に 体 を もたせ 



かけ、 一 式 小 一 郎は 考え込んだ。 

はずれ 

「桔梗 様 を さらった 駕籠の 姿 を、 やっと 神奈 川の 宿 外 

で 目 付け、 後 を 追つ かけて ここまで は 来たが、 こんな 

不思議な 建物の 中へ、 引き込まれようと は 思わな かつ 

た。 いったい どういう 建物なん だろう？」 

だが 酷く 胸が 苦しかった。 非常に 息切れが する ので 

ある。 走りつ づけて 来たから である。 

「休もう、 万事 は それから だ」 

地面へ 坐って 胡座 を 組み、 小 一郎 は 心 を 押し 静めた _ 

「いやこう して はいられない」 小 一郎 はにわ かに 立ち 

上がった。 



首 を 刎ねられた 敵 は、 そのまま 一瞬間 立って いたが、 

すぐ 前仆れ にぶつ 仆れ た。 

「あ ッ」 と 叫んだ は 三番 目の 武士で、 「曲者で ござる！ 

狼藉者で ござる！」 

身 を 翻え して 逃げよう とした。 

猛然と 飛び出した 小 一 郎は、 全身 を 月光へ 浮かべた 

力 

「騒ぐな」 

と 抑えた 辛辣の 呼吸！ とたんに 太刀 を振リ 冠り、 

脳天から ザ ックリ と 鼻柱まで、 割り付けて 軽く 太刀 を 

ヽ こ o 

弓 レた 



龕から 射して いる 他界 的の 光、 その 中に 立って いる 

ラ しろ 

女方 術師、 背後で 燃えて いる 唐獅子 型の 火炉、 その上 

たギ J 

に滾 つてい る 巨大な 釜、 …… そうして キラ キラ キラ キ 

ラと、 黄金の 杖が 輝いて いる。 そうして その 杖の 尖端 

から、 水銀 色の 滴が 落ち、 落ちる と 同時に 煙りが 立ち、 

碁盤 形の 石畳へ 穴 を 穿け る。 

怪奇な 光景と 云わざる を 得ない。 —— 

桔梗 様に は 夢の ようであった。 魘されて いると 云つ 

た 方が いい。 何が 何んだ か 解らなかった。 解って いる 

の は 次の ことであった。 

夕方 叔父の 屋敷から 出て、 隅 田の 流れ を 見て いると、 



嬲り 殺し だ、 まずこう だ！」 

ジ ー ンと 不気味の 音が した。 杖 を 釜の 中へ 入れた の 

はす 

である。 湯気が 渦巻き 立つ。 それ を 貫いて 斜 かいに、 

黄金色の 線が 引かれて いる。 すなわち 黄金の 杖で ある。 

そろそろと それが 引き上げられた。 と 杖の 先が 現われ 

た。 弧を描いて その 先が、 部屋の 空間へ 差し出された 

時、 ポッツ リと 一 滴水 銀色の 滴が、 石畳の 上へ したたつ 

た。 ボ— ッと 上がった の は 煙りで ある。 石畳へ 出来た 

の は 小 穴で ある。 幽かな 顫え を 見せながら、 杖の 先が 

延びて 行く。 それの 止まった 正面に、 両袖で 顔 を蔽ぃ 

隠した、 桔梗 様の 姿が うずくまつ ている 〔# 「姿が うず 



反抗す る こと は 出来ないだろう —— そんなよ うに 思わ 

れる 声であった。 

「はい」 

と 云った の は 桔梗 様で ある。 

と、 桔梗 様 は 袖 を 取った。 涙で 洗われて いよいよ 

益 M、 可憐に も 見え 美しく も 見える、 桔梗 様の 顔が 現 

「綺麗な お 顔で ござい ますこと」 

黄金の 杖 を 差し向けながら、 華 子 は 冷やかに 云った 

ものである。 

「左の 眼から 焼きましょう か。 それとも 右から 焼き ま 



たたび 太刀 を 下段に 付け、 「来 ゃァ がれ— ッ！」 と 構え 

たが 「あ ッ」 とその 次の 瞬間に は、 驚きの 声 を 迸らせ 

た。 

ほうぶ つ せん 

月夜に 楕円形の 抛物線 を 描き、 蛇の ような ものが 翻 

然と、 小 一郎へ 飛び かかって 来たから である。 

「残念！ やられた！ 鎖鎌 だ！」 

叫んだ 小 一 郎の 声と 共に、 ガ ラガラ という 音が した _ 

同時に ピ カツと 何物 か、 閃めき 飛んだ ものが ある。 

三十 五 



だろう。 

だが 本当に 桔梗 様 は、 この頃 何 をして いたろう？ 

三十 六 

ここ は 華 子の 鍊金 部屋で ある。 床へ ぺッ タリく ず 折 

れて、 身悶えして いるの は 桔梗 様で ある。 袖で 顔を蔽 

^9 ^9 リ "よ 、- * 

うてい る。 肩で 烈しく 呼吸 をして いる。 歐欷 ている 

証拠で ある。 

その 前に 墨の 柱の ように、 黒の 道 服 を 身に 纏い、 立つ 

ている の は 華 子であった。 黄金の 杖 を 差し出し ている。 



杖の 先から は醐麝 液が、 水銀 色 をして 落ちて いる。 落 

ちる に 従って 石畳の 上に、 小 穴が ポッツ リ ポッツ リと 

穿く。 そうして 煙りが ポ —— ッと 立つ。 

唐獅子 型の 火炉の 中で は、 火が 赤々 と 燃えて いる。 

火炉に は 釜が かかって いる。 巨大な 唐 風の 釜で ある。 

釜から 立ち上って いるもの は、 乳色 をした 湯気で ある _ 

部屋 全体が 煙って いる。 紫陽花 色に 煙って いる。 天井 

ようら くがん 

から 下がって いる 瓔珞 龕、 そこから 射して いる 灯の 光 

それが 煙らして いるので ある。 

少しも 変わらない 鰊 金 部屋の 光景！ 

いやいや 一 つ だけ 変わって いる。 出入口に 垂れて 



ている ので ございま すよ、 その 岩 組の 垢離 部屋の 中 

へ— 一尺に なった、 二 尺に なった、 三尺になる 

の も 間 も あるまい！ お 解りに なりましょう か、 この 

意味が？ 水が 湛 まった という ことです。 …… 湛 まり 

湛 まって 滝の 水が、 垢離 部屋 一杯に なった 時、 溺死す 

る ことで ございましよう、 あなたの 恋人の 一 式 小 一 郎 

様 は！ で、 悪い こと は 申しません、 永世の 蝶の 一匹 

の 在家 を、 一 口お 打ち明けなさい ませ、 そうしたら 滝 

の 水 を 止めましょう。 そうして 一 式 小 一 郎 様と、 あな 

たと をお 助けいた しましょう」 

で、 じっと 桔梗^ を 見た。 



れ ない。 桔梗 様に は それ は 出来なかった。 と 云うよ り 

むしろ 桔梗 様に は、 一 時遁 がれの 口実 等 を、 考える事 

さえ 出来なかった ので ある。 そんなに も 心が 純な ので 

あった。 

「一式 様と ご 一緒に 死ぬ！ それ こそ 妾の 本望 だ。 

ちっとも 妾 は 悲しくない。 それにしても 一式 小 一郎 様 

は、 どうして 妾の 居場所 を、 突き止めて 助けに 来られ 

たのだろう 9 誘拐され たと 感付いた ので、 小指 

を嚙み 切り、 血 をした たらせ、 そのこと を 懐紙へ 認め 

て、 櫛 ゃ簪に 巻き付けて、 幾 個 か 往来へ 落とした が、 

ひょっと かする とその 一つ を、 一式 様が お拾いに なり、 



いた。 「侍が 一 人 やって来る。 館の 住人の 一 人だろう。 

二、 三人 同時に 飛び出して 行き、 有無 を 云わせず 引つ 

捕え、 ここへ しょび いて 来る がいい。 桔梗 様の 居場所 

を 聞いて やろう。 が、 いい かい 間違っても、 音 を 上げ 

させち ゃァ いけない ぜ」 

えびす 

「おっとよ い 来た」 と 答えた の は、 小頭の 蛭 子 三郎次 

である。 

「それじゃ ァ俺 らも 手 を 貸そう」 こう 云 つ たの は 大黒 

の 次郎。 

まて、 - 

「面白い の、 俺 も 行く」 こう 云った の は 布袋の 巿 若で、 

前髪 立ちの 美男子 だ。 



なされ！ 我らの 秘密の 道場へ、 またも 何者か 忍び 

入って ござる！ しかも 今回 は 一人で はない、 六、 七 

人 はおりましょう！ いずれも 異風の 怪しい 連中！ 

討ち取り なされ！ 討ち取りな され！」 刀 を 引き抜く 

おのれ 

と 「出ろ 汝 ら！」 

ガ ラガラ ガラ！ と 戸 を 開ける 音 や、 バタ バタ バ 

タ！ と 走り出る 音が、 四方八方で 聞こえた が、 人影 

が ムラ ムラと 集まって 来た。 すなわち 幾 個 かの 建物に、 

閉じこも つていた 武士 どもが、 南部 集 五郎の 声に 応じ、 

得物 得物 を ひつ さげて、 楓の 植え込み を 包囲す るよう 

に、 一 S に 集まって 来たので ある。 



「や あ 方々！」 と 南部 集 五郎 は 云った。 「曲者 は そこ だ、 

植え込みの 中 だ！ 押し 包んで 一 気に 乱 刃に、 討ち取 

りなされ、 討ち取りな され！」 

「心得て) J ざる！」 

と 十五、 六 人 は、 抜いた 白刃 を 「突き」 に 構え、 植 

え 込みの 中へ 突き 行った。 

「おつ どうした！」 「これ は 不思議！」 「いないで はな 

ヽ ゝ I 

レ 力！」 

「 一 人 もい ない！」 

まさしく 楓の 植え込みの 中には、 人の子 一人い な 

かった。 



七福神 組の 一 人が、 一 ッ橋 家の 侍 を、 どうやら 一 刀 

に 切ったら しい。 

と 反対の 竹 藪の 方から、 「ここに も 一人！ 異風の 

曲者！」 

「うるせ ぇャ ィ！」 と 答える 声！ 

すぐに 続いて 「ヮ ッ」 という 悲鳴！ 

七福神 組の 一 人に、 またもや 一 ッ橋 家の 侍が、 どう 

やら 討って 取られた らしい。 

と、 遙 かに 距離 をへ だてた、 泉水の ある 方角から、 

「曲者で ござる！ 曲者で ござる！」 

すぐに チヤ リ —— ンと 太刀の 音！ つづいて ドブ I 



I ンと 水の 音！ 

ざま 

「態ァ 見や がれ— ッ」 と言う 声が した。 

一 ッ橋 家の 武士が 一 人、 七福神 組の 一 人に、 切られ 

て 泉水へ 蹴込まれ たらしい。 

三十 九 

太刀 音、 悲鳴、 罵る 声、 四方八方から 聞こえて 来る。 

と、 石橋の ある 方角から、 数人の 声が 聞こえて 来た。 

「ここに も 曲者」 「しかも 女！」 「異風して ござる！」 「し 

めた しめた！」 



ザ I ヅ！ 滝の 音 だ！ 一式 小 一郎 を 葬って、 死骸 

の 上へ 尚 一層、 落ち 下って いる 滝の 音 だ。 チヤ リ —— 

ン！ 太刀 音！ 衝突した の だ！ 七福神 組の 連中と、 

一 ッ橋 家の 武士 達と が。 

キラ ッと 閃めく 物が ある。 揮った 刀 や 槍の 穂に、 月 

の 光が ぶっかつ たの だ。 

しゃくなげ 

一所に 石楠花の 叢が あった。 その 叢の 根に うずくま 

リ、 様子 を 窺って いる 人影が あった。 

ソロ リと 立ち上がった 姿 を 見れば、 手に 小脇 差し を 

引つ 下げて いる。 ベット リと 血に 濡れて いる。 小 棲 を 

キリ キリと 取り上げ ている。 その 下から 見える の は、 



うぬ 

汝は誰 だ！ 汝は誰 だ！」 

「女方 術師 蝦蟇 夫人 さ— 弁天と やら、 何ん しに 

来た！」 ス ルス ルと 黄金の 杖 を 出した。 

脇差し を 構えた 弁天 松 代、 「云って 聞かそう、 取り返 

しに だ！ 昆虫 館 館主の ご令嬢 を」 

「桔梗 を か £:」 と 冷酷に、 「ここにい る わい！ 生死 は 

知らぬ よ！」 

「貰う ぞ！」 と 叫んだ が 弁天 松 代 は 脇差し を 揮う と 飛 

び 込んだ。 

気勢に 圧せられた 冷泉 華 子 は タジタ ジと後 へ 退った 

が 付け目、 片手 を 延ばす これ も 大力、 松 代 は 桔梗 様 を 



「それ！」 と 叫ぶ と 怪盗 六 人、 片手の 抜 身 を 水平に 突 

き 出し、 シタ シタシ タシタ とそよ がせた が、 敵 を 寄せ 

付けぬ 算段で ある。 

一 切の 行動が 風の よう だ。 弁天 松 代 を 先頭に、 サ I 

I ッと 戸口から 走り去った。 

冷泉 華 子と 南部 集 五郎 は、 あまりの 意外、 あまりの 

神速、 その やり 口に 胆を 奪われ、 しばらく 茫然と 立つ 

ていたが、 気が付く とまず 集 五郎 は 後 追つ かけて 走り 

出た。 

「や あ 方々！」 と 大音声、 「七 人の 曲者 一 団 となり、 表 

門の 方へ 走って ござる！ 追つ かけめされ 追つ かけめ 



ところが ちょうど この頃の こと、 大 森の 方角から 海 

岸 づたいに、 一団の 人影が 走って 来た。 一挺の 駕籠 を 

取り巻いた、 十五、 六 人の 武士 達で、 いずれも 〔# 「い 

ずれ も」 は 底本で は 「いずも 匕 密行 姿で ある。 女方 術師 

鉄 拐 夫人、 その 本名 は 北 王子 妙 子、 それ を 駕籠へ 乗せ 

た 田 安家の 武士で、 桔梗 様 を 救いの 人数であった。 

すなわち 田 安家の 裏門から、 この 夜 こっそり 忍び 出 

て、 方角 違いの 玉 川の 方へ 走って 行った 一団な ので あ 

るが、 どこ を どうして 廻 わって 来た もの か、 この 時 姿 

を 現わした ので ある。 

海岸 を 一散に 走って 行く。 と、 妙 子が 声をかけた。 



「偉い 方 だよ、 力 を 持った 方 さ」 

「ご 姓名 は？」 

「うるさい ねえ！」 

「は」 と 格 之 進 は 引っ込んだ。 

「こんな 場合に あのお 方に、 出現され て はた まらな 

うわごと 

い！ 何も彼も みんな 駄目になる」 譫言の ように 眩い 

たが、 「ナ— 二そう なり ゃァ 怨み 恋な しだ！ 妾ば か 

りが 困る ので はない、 華 子さん だって 困る の だ。 諦め 

なければ ならない かもしれ ない」 

尚 も 海上 を 眺め やった。 

だが、 海上に は 何ん にもない。 風の ffl いだ 海 は、 穏 



リコと、 眼なん か 開いて いるもの か。 居眠り をして い 

たに 相違ない」 老婦 人 はこん な こと を 云い 出した。 「そ 

の 証拠に は 三角の 帆が、 ダラ リと 下がって いるで はな 

ヽ > 一 

レカ」 

「おや」 と 鱸 丸 は 吃驚 りした。 「向こう を 向いて いる 

うしろ 

癖に、 こっちの ことが 解る と 見える。 背後に 眼で も あ 

るの かしら。 小気味の 悪い 婆さん だよ」 

優れて 美しい 容貌に も 似ず、 鱸 丸 は 口が悪いの であ 

る。 

ひょうきん ら い らく 

ところが 老婦 人の 性質 は、 寛大で 剽軽で 磊落 だと 

見え、 一向 それ を 咎めようと もしない。 



と、 間もなく 街道が —— 東海道の 陸の 影が、 遙 かに 

ぼんやりと 見えて 来た。 

たいまつ 

「鱸 丸」 とまた も 命令 的に、 「さあさあ 松 火へ 火 をお つ 

け！」 

ひうち 

力 チッ！ と燧 石の 音が した。 すぐに ボ —— ッと 

火が 立った。 鱸 丸が 松 火 を 点した ので ある。 

「およこし」 と 云った が 老婦 人 は、 松 火 を 取る と 頭上 

へ かざし、 二、 三度 グル ダルと 渦 を 描いた。 

と、 どうだろう、 それに 答えて、 陸から 松 火の 桃色 

の 火が、 一点 ポッツ リと 見えた ではない か。 

句 者 かそ Y ,1 に いると Hg える。 



そうして 両者の 行 先 は、 芹 沢の 郷に 相違ない。 

とにかく 水陸 呼応して、 奇怪な 尼僧の 一 団が、 月の 

明るい 更けた 夜 を、 走り 走って 行く ので ある。 

ここ は 芹 沢の 郷 である。 七福神 組の 怪盗 七 人が、 一 

ッ橋 勢に 遮られた。 

ドッと あがった は喊 声で ある。 一 ッ橋 家の 武士 ども 

が、 同音に あげた 喊声 である。 と、 同時に キラ キラと 

月に きらめく もの 〔# 「月に きらめく もの」 は 底本で は 「月 

にきら めく もの 匕 があった。 彼らの 構えた 太刀で ある- 

グ —— ッと 一列に 押し 列び、 来い！ 通さぬ！ と 



たかと 思われた が、 それ を 肩に した 弁天 松 代が、 

「こんな もの だよ、 驚いた か！ 七福神 組の 卍 廻 わり、 

そう 甲斐 撫でに は 破れない！ 相手に なろう よ、 幾度 

でも かかれ— 乗り越せ 乗り越せ！ さあ 進 

め！」 死骸 を 向こうへ 飛び越した。 

r ォッと 合点！ さあ 行こう ぞ！」 

群像 は、 形 を 崩さずに、 松 代の 後に 従って、 死骸 を 

向こうへ 飛び越した。 

左へ 廻 わる。 右へ 廻 わる。 そうして 先へ 進んで 行く。 

次第 次第に 一 ッ橋勢 は、 後へ 後へ と 押されて 行く。 

だが この 時 背後に あたって、 ド ッと喊 声の 起こった 



入らぬ 害、 逃げ込む などと は 沙汰の 限り、 引つ 返しな 

され、 引つ 返しな され！」 

これに 勇 気づいた 一 ッ橋勢 は、 グ ルリ 振り返る と喊 

声 を 上げ 大波の ように 引つ 返した。 

「引つ 包んで 討って 取れ！」 

「逃がすな 逃がすな 縛め 取れ！」 

グルグ ルグル ダルと 包囲した。 

取り 込められた 七福神 組 は、 いかに 行動が 敏捷で も、 

敵の 人数 は 十倍に も 余る、 多勢に 無勢、 敵うべく もな 

ヽ o 

レ 

「しま つた！」 



あた 

と 云う と 北 王子 妙 子 は、 腰の 辺り を 探った が、 ヒュ 

II ッ と 何物 か を 空 へ 投げた。 

小さな 小さな 二つの 車輪、 そいつ を 棒で 繫 いだよう 

な もので、 瓢と 云った 方が よい かも 知れない。 

クル クル クル クルと 空で 舞う。 

と、 何ん という 不思議だろう、 冷泉 華 子の 懐中から、 

キリ キリ 舞い 立った ものが ある。 それ は 永生の 蝶で 

あった。 

「おつ」 

と 叫んだ は 冷泉 華 子で、 肩に 掛けて いた 袋よう の も 

の を、 ドッ サリと 地上へ 投げ付けた。 と、 その 背中が 



「落ちて いるね え。 …… 綺麗な 滝が！」 

—— とその 時 声が した。 

「洁 梗；^ ！ 梧梗様 ！ 」 

滝の 中から したので ある。 

「どなた か 妾 を 呼んで いるよ」 

—— その 時 滝の 水 を 分け、 ヨロ ヨロと 現われた 人影 

があった。 全身 水に 濡れて いる。 おお 水死 人の 幽霊 

だ！ 

「ああ あなた は？」 

「小 一 郎で ござる！」 

「 一 式 様 か！」 



「さあ はたしてそう でしよう か？」 小 一郎の 方が 心配 

そうで ある。 「変わる だろうと 思います よ」 

「何ん の 変わりが ありましょう」 君 江に は 自信が ある 

ようで ある。 I 妾の 心が 変わりません もの」 

「そういう 私の 心持ち も、 昔と 変わって いません ので。 

と 云う の は 昔から 今日が 日まで、 あの 桔梗 様 を 心から、 

愛して いるの で) J ざ いますよ」 

ま え 

「それ を 知らないで どうしましょう。 妾 は 以前から 

知って おりました」 

「ええとと ころで 桔梗 様の 方で も、 私 を 愛して おり ま 

すので」 



の は 集 五郎で、 旅の 装い を 凝らして いる。 

人数に して 三十 人 あまり、 同じ 方角へ 歩いて 行く。 

「はたして 目 付かる で) J ざいましょう か？」 こう 云つ 

たの は 集 五郎であった。 何ん となく 不安な 様子が ある。 

「たしかに 目 付かる と 思う がね」 こう 云った の は 華 子 

であった。 だが やっぱり どことなく、 不安な 様子 を 見 

せて いた。 「山 尼の 居場所 を 見付ける の は、 大して 困 

難で はない の だよ。 目 付けた 後が 困難な のさ。 つまり 

取られた 永生の 蝶 を、 取り返す のが 困難な のさ」 

「ひどい 目に 逢った という もので」 こう 云う と 集 五郎 

は 苦笑 をした。 「やっと 捕えた 一 匹の 蝶 を、 横取り さ 



れに 引き 添った は 集 五郎で ある。 それに 続いて 三十 余 

人の 武士が、 旅装 いかめしく 付いて行く。 一 ッ橋 家の 

武士で ある。 

右手 は鬱々 とした 森で ある。 左手 は 起伏した 丘で あ 

る。 行 手に も 1 個 か 森が ある。 長く 続いた 林 も ある。 

小山 も あれば 谷 も あり、 川 も 流れて いるら しい。 灌木 

や 藪が 飛び散つ ている。 山 は 斜面 をな していた が、 登 

リは それほど 険しく はなかった。 空 を 横切って 小鳥が 

たもろ 

飛ぶ。 遙 かの 山の頂き に、 入道雲が 屯して いる。 晴 

れた 空が 海の ように 深く 見える、 山地 特有の 空で ある。 

一 行はズ ンズン 進んで 行く。 



うつむ 

に、 見誤り はない 山 本と いう 武士が、 俯向けに なって 

斃れ ている。 肩 を 大袈裟に 切られた と 見え、 血が 流れ 

出て 日に 光る のが、 かなり 間遠で はあった けれど、 不 

思議の ように ハツ キリと 見えた。 

「おつ！ やられた か！ ゥ ー ム 気の毒！ が、 それ 

にしても 旅人 は？」 

集 五郎 は 眼 を 走らせた が、 すぐに 旅人 を 目 付ける こ 

とが 出来た。 女 馬子の 引く 馬に 乗り、 旅 仕度 をした 一 

人の 武士が、 小山が 途切れて 谷に なって いる、 そっち 

を 目掛けて 急がし く、 飛ぶ ように 走らせて いるので 

W つし ろ 

あった。 背後 姿で はあった けれど、 集 五郎に は 見覚え 



間&は 相当 へだたって いたが、 高原の 空気 は 澄み 返 

まじ 

り、 雑音が 雑らない ためで もあろう、 粒立って 声が 聞 

こえて 来た。 

とまた もや 小 一郎が、 嘲け りの 声 を 響かせた。 「そ 

れ石卵 は 敵し がた し、 拙者 は 石で 貴殿が 卵、 幾度ぶ つ 

かっても 拙者が 勝つ —— と 云う 事 はずつ と 以前に、 小 

たまごう じ 

梅 田圃で 云 つ た 害で ござる！ さあさあ 卵 氏 卵 氏、 

ぶっかつ て ござれぶ つかつ て ござれ！ ぶっから ぬか 

な、 では ご免！」 

ク ルリと 振り返る と 小 一郎 は、 女 馬子へ 何 か 云った 

ようであった。 とそのと たんに 女 馬子で あるが、 持つ 



ていた 手綱 を 放した が、 その 手 を 延ばして 馬の 背へ か 

ける と、 翻然 飛び乗った ものである。 馬上で ピッ タリ 

男女の 者が、 鎚 るよう にして 抱き合つ たが、 キュ ー ッ 

と、 ひと 締め！ 〔# 「ひと 締め！」 は 底本で は 「ひと 締め！ 匕 

馬 を 締めた！ タツ タツ タツ！ タツ タツ タツ！ 野 

ま つ し ぐら 

花 を 蹴散らし 砂塵 を 上げ、 走る 走る 驀地！ 

怒りと そうして 驚きと を、 同時に 感じた のが 集 五郎 

であった。 小山の 頂きに 突っ立って、 地 団太を 踏んだ 

が 及ばない、 そこで グ ルリと 振り返つ たが、 

「や あ 方々 一 大事で ござる、 ご存知の 一 式 小 一 郎が、 

山 本 氏と 北条 氏と を、 切って すてまして ござります！ 



同じく 谷の 方へ 走り出し たが、 もうこの 頃に は 一 式 小 

一 郎は、 谷の 斜面の 大 岩の 蔭に、 君 江と 一 緒に 隠れて 

いた。 

四十 九 

たやす 

「切り合い をす る は 容易い が、 他に 大事な 目的が ある _ 

敵 は 大勢 こっち は 一人 だ。 お前 は 女で 用に 立たぬ、 怪 

我で もして は 大変で ある。 ああ は 大言は 払った ものの 

うまく 危難 を遁 がれたい もの だ」 

いささか 心配 だとい うように、 小声で 小 一 郎は 話し 



撫でた。 「鹿 毛よ」 と 云った が 情の ある 声 だ、 「私達に 

とって は 一大事、 それ をお 前にお 願いし ます。 さあ さ 

あ 谷底へ 龃 けて 行って おくれ。 そうして 谷底 を 蚯け廻 

わって おくれ。 ドン ドン 遠くまで 走って 行って おくれ。 

疲労れ た 頃に 帰る がいい。 いつまでも 待って いるから 

ね。 さあお いでよ！」 

と 云いながら、 君 江 は 馬の 平 首 を 打った。 

君 江の 言葉 を 聞き分け たからか、 ないし は 打 たれて 

驚いた からか、 馬 は 一声 嘶 いたが、 谷底 を 目掛けて 馳 

せ 下った。 

あ，. こ 

予想 は 中 つたと いうべき であろう。 



馬の 姿 は 解らない。 蹄の 音ば かり は 聞こえて 来る。 

「うむ、 これなら 大丈夫 だ」 

「うまく ゆく ことで) J ざいましょう」 

二人が 微笑して 眼 を 見合わせた 時、 谷の 上から 声が 

した。 

「蹄の 音 だ！ 聞こえる 聞こえる！」 

「ソレ そつ ちへ 追い かけろ！」 

つづいて 木 を 分け 草 を 分け、 大勢の 馳せ 下る 音が し 

た。 一 ッ橋 家の 武士 達であろう。 馬の 蹄の 鳴る 方へ、 

追つ かけて 行く ものと 思われる。 

「計画的 中！ しめたし めた！」 



違ない よ」 

こうして 田 安 勢と 一 ッ橋 勢と が、 顔を合わせる こと 

になった が、 それにしても 田 安 勢 は 何ん のために、 北 

王子 妙 子 を 山 駕籠に 乗せ、 こんな 所へ あらわれ たの だ 

ろう。 

説明す るに も 及ぶまい。 同じく 山 尼の 居場所 を 突き 

止め、 永世の 蝶 を 取り返そうと、 やって来 たものに 相 

違ない。 

ふたたび 乱闘 は 行われよう。 

秩父 山中 を 血に 染めて、 切り合う ことになるだろう _ 

それにしても 小一 郎ゃ集 五郎 や、 冷泉 華 子 や 妙 子 ま 



「ねむね む ゴ—、 ねむね むゴ ー、 面白い 言葉で ござい 

ますこと、 どういう 意味な ので ございましよう」 

ザ J う 云った の は 桔梗 様で ある。 

「そうかと 思う とお 師匠 様 は、 こう も 云う ので ござい 

ますよ。 鱸 丸よ 鱸 丸よ パッチ リコ！ 鱸 丸よ 鱸 丸よ 

パ ツチ リコ！」 

「おやおや 今度 は パッチ リコで、 どういう 意味な ので 

ございましよう」 さも 楽しそう に 桔梗 様が 訊く。 

「そうかと 思う と、 お 師匠 様 は こう 云う ので ございま 

すよ」 またもや 鱸 丸 はやり 出した。 

「グ ルグル チン！ グ ルグル チン！」 



る。 

「松 代さん 相変わらず 綺麗 だな あ」 

「ああ いつだつて 綺麗 だよ」 松 代 は 並んで 佇んだ が、 

「どうして お前さん 働かな いんだい」 咎める ような 調 

子で ある。 

r 一 本 足 じ や 働き もなら ない」 

「そり ゃァ そうだね え。 もっとも だよ」 

「それに 俺ら は 不賛成な のさ」 

「何ん のこと だよ、 不賛成と は！」 

「むやみと 騒がしく 立ち 廻 わる こと さ」 

「だ つ て 戦いが 始ま るん じ やない か」 



五十二 

「へえ、 そり ゃァ 誰だろう ね？」 さも 不思議 そうに 松 

代 は 訊く。 

「さあ 何奴が 知ってい るかな」 吉次は 依然として 笑つ 

ている。 と、 話題 を 一 変 させ、 「桔梗 様 もさら われた と 

いう こと だの」 

「山 尼の 連中が さらつ て 行った のさ」 

「つまり 囵 に 取った つ てわけ だな」 

「え、 何んだ い、 11 というの は？」 

「つまり 桔梗 様 を 返す から、 永世の 蝶 を 引き渡せと、 



滝が 涼しそう に 落ちて いる。 小さな 小さな 滝な ので 

ある。 滝壺の 水面 は 泡立って いる。 日光が 横から 射し 

しぶき 

ている ので、 滝の 泡沫に 虹が かかり、 何ん とも 云えず 
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「そり ゃァ そうと、 ねえ 松 代さん、 俺ら は お前さんが 

好きなん だよ」 こんな こと を 云い 出した。 気恥ずかし 

そうな ところが ある。 

「おや」 ともう 一度 思った が、 松 代 は 故意と 何気なく、 

「妾 も お前さんが 大好き さ」 

「ふうん、 何んだ か 解る もの か」 こうは 云った ものの 

嬉しそう である。 



るまい よ」 こう 云った の は 昆虫 館主 人で、 悩ましい 表 

情が 顔に ある。 

「兄 ご 夫婦の 関係 は、 私に は 不思議で ならない よ」 隅 

田の ご 前が 云った ので ある。 

「元から そうではなかった の だが、 そういう ことに 

なった のさ」 昆虫 館主 人 は 憂鬱であった。 

「と 云う の も 永世の 蝶から だろう ね？」 

「ああそう だよ」 と 昆虫 館主 人 は、 いよいよ 悩ましい 

様子 をした が、 「本 はとい えば 扱い方の 相違 だ。 見方 

の 相違と 云っても いい。 即座に あれ を 役立てよう。 I 

I と 云う のが あれの やり方だった の だ。 私 は それと は 



反対だった。 まず 飼って 置いて 様子 を 見よう —— 」 

わぼく 

「どっちみ ち 和睦 をした 方が いいよ」 隅 田の ご 前が 不 

意に 云った。 

「和睦 をし ろと はお かしいで はない か。 こんなに 戦備 

をして 置いて からに」 怪訝 だとい うような 表情で ある _ 

隅 田の ご 前 は 笑った が、 「和戦 両様に 備えた のさ。 

浮世 は 万事が こういかなければ いけない」 

「何も 私 だって 争いた く はない よ。 …… が、 向こうの 

や リロが 悪い。 …… 娘に 罪 はない の だからな」 

「実の 親子 だ。 逢いたかった まで さ。 それでお おかた 

連れて行った のだろう」 



も、 風変わりの 事件が 行われて いた。 

馬に 乗った 一 式 小 一 郎が、 女 馬子の 君 江に 手綱 をと 

らせ、 谷の 底 を 歩ませて いたので ある。 

その 左側の 谷の 上 を、 山 駕籠 を 囲んだ 同勢が、 同じ 

方角へ 進んで 行く。 冷泉 華 子の 一 隊 である。 

と、 右側の 谷の 上 を、 同じような 同勢が 迪 つてい る _ 

北 王子 妙 子の 一 隊 である。 

「いや 面白い 旅行 だ わい」 こう 云った の は 一式 小 一郎 

で、 愉快そう な 笑い を 漂わせて いる。 「危機一髪、 もう 

いけまい。 こう 思った 時 現われた のが、 あの 田 安家の 

勢な の だからな あ。 それに 牽制され たので、 一 ッ 橋の 



「まあ、 あなた は 小 一 郎 様！」 

「お助けに 参った、 さあさあ 馬へ！」 

II で、 桔梗 様 を 馬へ 乗せ、 君 江 を 先立て 一 式 小 一 

郎は、 一散に 麓へ 下った からで ある。 

しかし その 時 邪魔が はいった。 いつの 間に 先に 廻 

わって いた もの か、 南部 集 五郎が 二、 三人と 共に、 翻 

さえぎ 

然 木蔭から 飛び出して、 素早く 行 手 を 遮 つたので ある。 

「やらぬ ぞ 一 式！」 

切り込んで 来た。 

「集 五郎 か」 

さ 

と 太刀 を 抜いた が、 股 を 一 揮！ 充分に 切った。 
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